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足立 区ホームページ携帯電話
向けサイトへのQR コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

あ だ ち広 報 は 毎 月10 日 ・25 日、

ズ ーム ア ッ プ は6 ・8 ・10 ・1 ・3 月 発 行

今号の主な内容
2
・
3
面

国民健康保険の手続きが必
要な場合/ 人材募集

4
・
5
面

18年度当初予算(寨) / 篳二
次構造改革戦略行動計圖

6
・
フ
面

転出・転居などの手続きは
区民事務所で/ 催し物案内

8
面

東京芸術センターに雇用・
就労窓口が集結/ 旧区立足
立第二中跡地利用決定

18 年度の当初予算( 案) がまとまりました 主な内容は4 ・5 面へ

協働でくらしと文化と産業を育む予算
18年度当初予算( 案) の総額は約3, 642億円で、そのうち一般会計は2, 144億円です( 表1) 。
17年度に続き18年度も、「I 魅力と個性のある美しい生活都市」「Ⅱ 自立し支えあい安心

して暮らせる安全都市」「Ⅲ 人間力と文化力を育み活力あふれる文化都市」「Ⅳ 自己進化す
る協働型自治体」という4 つの分野を柱にして予算を編成しています。
今号では、1面で全体像を示し、4・5 面で主な事業をお知らせします。

18年度当初予算( 案) について

のお問い合わせは、財政課へ　

3880- 5814

表118 年度当初予算(案)概要( 単位: 億円)

※ 表示単位未満を四捨五入し、端数調整をしていないた
め、合計などと一致しない場合があります。
※ △ は、減の表示です。

I 魅力と個性のある美しい生活都市
198億8, 979万円( 18 施策120 事業)

区民の皆さんが生活をしていく上で欠かせない都市の土台
を整備する「まちづくり」関連予算です。

住みやすいまちをつくるための土地区画整理事業、道路や公園など
の新設・維持補修などをする事業がここに含まれます。

また、駅前広場やその周
辺地区の開発事業、災害に
強いまちづくり事業なども
この分野に含まれます。

▲ 美しく、安心して暮らせるまちづくりを行います

I I 自立し支えあい安心して暮らせる安全都市
2, 503億4, 835万円( 45 施策343 事業)

区民の皆さんの暮らしを支えるための「暮らしづくり」関
連予算です。

健康づくりに関する事業、子育てに関する事業や高齢者、障害者が
安心して暮らすための事業、生活保護の事業などが含まれます。この
ほか、リサイクルなど循環型社会へ
の対応や防犯・防災関連事業なども
含まれます。
また、国民健康保険や介護保険、

老人保健医療
の事業もこの
分野に含まれ
ます。

▲ 安心して子育 てができる環境を作 っていきます

Ⅲ人間力と文化力を育み活力
あふれる文化都市

243億8, 465万円( 39 施策257 事業)

足立区の文化を育て、活力あふれる都市の基盤を築くため
の「人づくり」関連予算です。

幼 稚園、小・中学校 に関
する事業、文化・芸術、学習
活動を支える事業、スポー
ツや生涯学習に関する事
業 がここに含まれます〇
また、地域経済の活性

化 や就労への支援事業、
消費者保護や地域国際化
を進める事業 もこの分野
に含 まれます。 ▲ 音楽や芸術など、足立区の文化の魅力を高めます

I V 自己進化する協働型自治体

695億7, 764 万円( 12 施策110 事業)

区民の皆さんとの協働のもとで、自己
進化していく自治体を実現するための予
算です。

区政への参加と協働を進
めるための事業、東京藝術
大学の誘致、人権関連事業
や男女参画社会実現のため
の事業、電子自治体を実現
させるための事業や職員の
人件費などがこの分野に含
まれます。

▲ 東京藝術大学千住キャンパスは、9 月開学予定です
( 完成予想図)

区民の皆さんとの協働を
さらに進めていきます

区は17年度から、「協働で築く力強い足立区」の実現をめざし、新た
な基本計画に基づく区政運営に取り組み始めました。また、区民評価委
員会による行政評価が行われ、区政に対する意見をいただきました。18
年度予算は、これらを踏まえて編成される初めての予算となります。
予算の編成内容では、基本計画を4 つの分野に分けるなかで、特に協

働を一層進めるため、「リーディングプロジェクト推進事業」を行うこ
ととし、選定された事業に財源を集中的に配分しました。

予算規模は、一般会計で2, 144億円、前年度より12億円、0. 6% の増額
となりました。特別区債の借り換えや基金の再編整備に伴う歳入歳出の
一時的な増減を除いた実質的な比較を行うと、対前年度比で41億円、2. 0%

の増額予算となっています。
一方で、いわゆる「三位一体の改革」などの地方行財政改革や都区財

政調整に関する協議の結果などにより、区政をとりまく行財政の環境は
大きく変化することが予想されます。
こうした変革期こそ、長期的な視点を持ちつつ、区民の皆さんとの協

働で、責任ある区政運営を着実に進めていくことが重要と考えていま
す。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

足立t k 訃 岑 掫キ

3月の区役所休日開庁日時は、3月26日、午前9時～午後4時です。
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
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に
先
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あ
る
も
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は
3
月
1
4日
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受
け
付
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す
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区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111
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ポ
リ
オ
(
小
児
ま
ひ
)

生
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

□
春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

日
程
等
=
表
1

対
象
1
5
ヵ
月
～
7

歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児
(
接
種

が
1
・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に

は
、
3
月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
新
規
対
象
者
以
外
で
予
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
事
前
に
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
か
健
康
推
進
係
に
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
予
診
票
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必

ず
同
封
の
お
知
ら
せ
を
読
ん
だ
上
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
)
持
参
す
る

も
の
H
記
入
済
の
予
診
票
、
母
子
健

康
手
帳
、
体
温
計
、
上
履
き

申
・

問
先
=
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

ま
た
は
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
昭
和
5
0～
5
2年
生
ま
れ
の
方
の
追

加
接
種
(
有
料
)

こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
方
は
、
ポ

リ
オ
の
十
分
な
免
疫
が
っ
い
て
い
な

い
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
〇
こ
の
年
齢
層
で
、
ポ
リ
オ
流

行
地
域
へ
渡
航
す
る
方
、
子
ど
も
が

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け
る
方
、
ま

た
は
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多
い

職
業
の
方
は
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種

(有
料
)
を
お
勧
め
し
ま
す
。
場

所
等
=
区
内
数
ヵ
所
の
医
療
機
関

(く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
)

費
用
=
4

千
5
0
0円

問
先
=

健
康
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1 ポリオ( 小児まひ) 生ワクチン接種日程等一覧

※ いずれも受付時間は、午後1時45分～2時45分です。
※車での来場、学校への問い合わせはできません。
※各保健総合センターは、混雑する場合があります。
※千寿常東小学校は旧千寿第四小学校、千寿小学校は旧千寿第
二小学校、千寿双葉小学校は旧元宿小学校です。

表2 保健総合センター一覧

(
乳
)
・
(
親
)
医
療
証
の
有
効
期

限
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

H
年
4
月
2
日
～
1
2
年
4
月
1
日

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
「
乳
幼
児
医

療
証
」
(
⑥
医
療
証
)
の
有
効
期
限

は
3
月
3
1日
ま
で
で
す
。
4
月
1
日

以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の

中
で
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
条
件
に

該
当
す
る
子
ど
も
に
は
、
3
月
下
旬

に
4
月
1
日
以
降
使
用
で
き
る
「
ひ

と
り
親
等
医
療
証
」
(図
医
療
証
)

を
送
付
し
ま
す
〇
新
た
な
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
⑧
医

療
証
の
期
限
が
切
れ
た
子
ど
も
の
中

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、「
障
害
者

医
療
証
」
(
⑩
医
療
証

※
所
得
制

限
あ
り
)
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
〇
3
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
〇ま

た
、
昭
和
6
2年
4
月
2
日
～
6
3

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
と

申
請
者
の
み
で
⑩
医
療
証
を
使
っ
て

い
る
場
合
の
有
効
期
限
は
、
3
月
3
1

日
ま
で
で
す
。
問
先
=

▽
⑥
医
療

証
に
つ
い
て
…
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
⑩
医
療
証
に
つ
い
て
・
:家
庭
支
援

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

▽
⑩
医
療
証
に
つ
い
て
…
障
害
給
付

係
小
学
1
～
3
年
生
ま
で
の
入

院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
で
健
康
保
険
に
加

入
中
の
児
童
(
9
歳
到
達
日
以
降
の

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
。
生
活
保
護

受
給
中
、
施
設
入
所
中
の
児
童
は
対

象
外
。
)
内
容
=
1
8年
4
月
1
日

以
降
の
健
康
保
険
が
適
用
の
入
院
医

療
費
(
食
事
療
養
費
を
除
く
自
己
負

担
分
)

申
込
=
次
の
す
べ
て
を
持

参
ま
た
は
郵
送
…
領
収
書
(
受
診
者

氏
名
、
保
険
点
数
、
診
療
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
領
収
額
、
入
院
・
外

来
の
別
が
記
載
の
も
の
)
/
健
康
保

険
証
(
写
し
も
可
)
/
印
鑑
/
保
護

者
名
義
の
郵
便
局
を
除
く
預
金
通
帳

な
ど
(
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
)
/
高
額
療
養
費
の
支
給

決
定
通
知
書
な
ど
(
該
当
す
る
方
の

み
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
)
問
先
=
児
童
給
付
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

身
体
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
の
定
例
払
い

4
月
～
1
8
年
3
月
分
は
、
3
月
2
5

日
ご
ろ
、
届
け
出
た
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
(
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
の
併

給
は
で
き
ま
せ
ん
)
。
問
先
=
障

害
給
付
係

身
体
障
害
者
補
装
具
給
付

事
業
な
ど
の
利
用
者
負
担

が
変
更
に
な
り
ま
す

4
月
か
ら
身
体
障
害
者
補
装
具
給

付
、
日
常
生
活
用
具
給
付
、
住
宅
設

備
改
善
費
給
付
な
ど
の
事
業
に
つ
い

て
、
制
度
改
正
に
よ
り
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
費
用
負
担
を
月
額
千
1
0
0
円

に
変
更
し
ま
す
。
問
先
―
福
祉
事

務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧

思
春
期
・
青
年
期
講
演
会

「
こ
こ
ろ
の
悩
み
と
軽
度

発
達
障
害
つ
い
て
の
理
解
」

日
時
=
3
月
3
0
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
と
そ
の
家
族
や
関
係
者
・
:

集
団
に
な
じ
め
ず
孤
立
し
て
し
ま
う
/

自
分
は
他
人
と
違
う
と
強
く
感
じ

る
/
乳
幼
児
期
か
ら
興
味
や
関
心

事
、
行
動
に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る

な
ど

講
師
=
斎
藤
卓
也
氏
(
日
本

医
科
大
学
付
属
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
=
3
0
人

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
H
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

す
く
す
く
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

日
時
等
=
4
月
1
2
日
㈲
、午
前
1
0
時
～

月
1
一
時
3
0
分

※
以
降
9
月
ま
で
毎

月
2

回

、
水
曜
日

対
象

―
第
1

子

で
、
1
6
年
4

月
～
9

月
生
ま
れ
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者

内
容
n

子
育
て

の
情
報
交
換
や
遊
び
・
学
習
を
通
じ

て
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
す
(

企
画

運
営
は
参
加
者
が
中
心
に
な
っ
て
行

い
ま
す
。
)
定
員
=
4
0
組
(
先
着
順

★
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問

先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
3
5
2

子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
語
り

合
お
う
!

子
ど
も
の
明
る
い

未
来
へ
向
け
て
」

日
時
=
3
月
2
5日
出
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
U
「
子
育
て
支
援
の
ま

ち
づ
く
り
を
市
民
の
手
で
」
▽
記

念
講
演
…
原
田
正
文
氏
(
N
P
O
法

人
こ
こ
ろ
の
子
育
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
西
代
表
)

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

…
丹
羽
洋
子
氏
(
丹
羽
育
児
文
化
研

究
所
所
長
)

定
員
=
3
0
0人(
当
日

先
着
順
)

申
込
U
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
N
P
O
法
人
ワ
ー
カ
ー

ス
コ
ー
プ

(
3
8
8
0
)
7
5
8
8

子
育
て
支
援
課
次
世
代
育
成

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
の
就
労
と
自
立
を

応
援
し
ま
す

□
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

就
職
に
有
利
な
資
格
な
ど
の
取
得

を
目
的
に
、
区
指
定
の
講
座
を
受
講

し
た
と
き
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
支

給
し
ま
す
。
対
象
講
座
は
、
雇
用
保

険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講

座
な
ど
で
、
受
講
前
に
相
談
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

□
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

事
業
対
象
の
資
格
(
看
護
師
、
理

学
療
法
士
な
ど
)
を
取
得
す
る
目
的

に
修
業
し
て
い
る
一
定
の
期
間
、
訓

練
促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

開
始
は
4
月
か
ら
で
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

国
民
健
康
保
険

こ
の
よ
う
な

と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や

め
る
手
続
き
な
ど
、
表
4
に
該
当
す

る
方
は
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
自
動
的
に
切
り
替
え
は

さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
書
類
や
手
続
き

場
所
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
U
こ
く
ほ
年
金
課

資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

表4 国民健康保険の手続き
が必要な場合

※ ★ は既に、国民健康保険に加入
している方のみ対象です。

国
民
年
金
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
1
万
3
千
8
6
0円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
保
険
料
は
毎
年
2
8
0円

ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成
2
9年
に

は
月
額
1
万
6
千
9
0
0円
で
固
定
さ
れ

ま
す
(
実
際
の
保
険
料
の
額
は
、
今

後
の
賃
金
上
昇
の
状
況
に
よ
っ
て
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)
〇

ま
た
、
保
険
料
の
現
金
一
括
納
付

や
、
口
座
振
替
(
1
年
・
半
年
・
当

月
)
で
納
付
す
る
と
、
保
険
料
が
割

引
に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
問

先
=
▽
保
険
料
額
に
つ
い
て
…
区
・

年
金
適
用
係(

3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
…
足
立

社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

24 時 間 医 療 機 関 案 内 「 ひ ま わ り 」 　5272 ―0303 極ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/

※「ひまわり|とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。 霾ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo 金J p/ kt /
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人

材

募

集

理
学
療
法
士
(
非
常
勤
)

対
象
ユ

勤
務
内
容
=
機
能
・
社
会
適
応
訓
練

な
ど

勤
務
条
件
H
週
3
0時
間
(
週
5

日
)
、
社
会
保
険
あ
り

雇
用
期

間
=
1
年

報
酬
1
日
額
1
万
8
千

円

募
集
人
数
1
1
人

選
考
=
書

類
審
査
お
よ
び
面
接

採
用
予
定
日
=
4

月
1
日

申
込
=
履
歴
書
(
写

真
貼
付
)
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を

持
参
ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は

返
却
な
し

期
限
=
3
月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
社
会
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
係

〒
1
2
1
・
0
8
1
6
梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

看
護
師
(
常
勤
)

対
象
n
看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
健

師
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
勤
務

内
容
H
神
明
福
祉
園
の
利
用
者
の
健

康
管
理
な
ど
勤
務
条
件
=
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
(
8
時
間

勤
務
)

報
酬
H
月
額
1
8万
5
千
円

以
上
(
社
会
保
険
、
有
給
休
暇
1
0日

あ
り
)

募
集
人
数
=
I
人

選
考
=

書
類
審
査
お
よ
び
申
し
込
み
時
の

面
接

採
用
予
定
日
=
4
月
1
日

申
込
U
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
、
資

格
証
明
書
の
写
し
を
持
参

期
限
1
3

月
2
5日

申
・
問
先
=
足
立
あ
か

し
あ
園

(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

保
健
師
・
看
護
師
(
い
ず

れ
も
非
常
勤
)

対
象
=
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
有

資
格
者

勤
務
内
容
=
各
種
健
診
業

務
従
事

勤
務
条
件
=
週
3
0時
間

(
週
4
日
)
、
有
給
休
暇
、
社
会
保

険
あ
り

雇
用
期
間
1
1
年

報
酬
=

月
額
2
0万
円

※
交
通
費
別
途
支

給

募
集
人
数
=
若
干
名

選
考
―

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

採
用
予
定

日
1
5

月
1

日

申
込
=

履
歴
書

(写
真
貼
付
)
/

資
格
証
明
書
の
写

し
を
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
な

し

期
限
H
3
月
2
4日
必
着

申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

〒
1
2
3・0
8
4
5

西
新

井
本
町
2
-
3
0
-
4
0

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

道路の騒音状況を調査しました
17年度主要道路騒音調査結果がまとまりました( 表5) 。
昨年度に比べ、環境基準達成地点は、1 ヵ所増え、各測定

地点での騒音もわずかに減っていますが、まだまだ昼夜と
も、環境基準を達成していない地点があります。特に夜間は
交通量が減るものの、自動車の走行速度も上がるため、騒音
レベルが落ちていません。環境を良くするためには、自動車
の使用を控えるとともに、運転するときも交通ルールを守る
など、道路騒音の低減にご協力ください。 問先= 環境保全課
調査係 　3880―5367
表517 年度道路騒音定結果 ( 単 位: dB)

※ 環境基準とは、その地域における望ましい騒音レベル。要請限度とは、騒音で生
活環境が著しく損なっている場合に公安委員会に対策を要請できる騒音レベル。

※ 騒音の環境基準は昼間70、夜間65dB 。要請限度は昼間75、夜間70dB ・測定値は
小数第1 位を四捨五入した値。

人権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

み
ん
な
で
守
ろ
う

子
ど
も
の
人
権

最
近
、
子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
犯

罪
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
要
因
の
中
に
は
、「
性
の
商
品
化
」

な
ど
の
社
会
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、「
子
ど
も
が
安
心
し
て
成
長

で
き
る
環
境
を
作
ろ
う
」
と
い
う
大

人
の
意
識
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
1
つ
の
要
因
で
す
。

子
ど
も
の
生
活
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
中
で
、
身
体
的
虐
待
、
心
理
的

虐
待
、
性
的
虐
待
、
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
な
ど
の
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待

は
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
妨
げ

る
ば
か
り
で
な
く
、
人
権
を
損
な
う

重
大
な
問
題
で
す
。

児
童
虐
待
に
対
応
す
る
た
め
、
国

は
1
2年
に
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
〇

こ
の
法
律
で
、
虐
待
の
禁
止
を
明
確

に
打
ち
出
し
、
学
校
な
ど
関
係
機
関

の
職
員
に
早
期
発
見
の
努
力
義
務
、

虐
待
発
見
者
に
児
童
相
談
所
へ
の
通

告
義
務
を
課
す
な
ど
の
対
策
を
定
め

ま
し
た
。

児
童
相
談
所
、
児
童
・
民
生
委
員

な
ど
の
各
関
係
機
関
と
、
区
の
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
は
児
童
虐

待
の
対
応
に
つ
い
て
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近
に
虐
待
を

受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が

い
た
ら
、
子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
作
る
た
め
、
勇
気
を
持

っ
て
関
係
機
関
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

《
人
権
・
同
和
係
》

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
か
ら

□
女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
　

「
子
育
て
上
手
は
観
察
上
手

ほ
め

方
・
し
か
り
方
が
見
え
て
く
る
」

日
時
=
4
月
8
日
出
、
午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=
子
育
て
の
悩
み

を
軽
減
す
る
情
報
提
供

講
師
=
汐

見
稔
幸
氏
(
東
京
大
学
教
授
)

定

員
=
4
0
人
(
先
着
順
★
)

申
込
―

電
話
(
保
育
あ
り

。
6
ヵ
月
以
上
就

学
前
ま
で
〇
先
着
1
5人
。
申
し
込
み

時
に
連
絡
)

□
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

(全
1
3回
)

日
程
等
=
表
6

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=
区

民
の
学
習
機
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

定
員
=
4
0人

(抽
選
)

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
ま

た
は
E
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、
応
募

動
機
を
連
絡

期
限
=
3
月
3
1日

□
男
女
参
画
プ
ラ
ザ
の
区
民
企
画
講

座
募
集

対
象
―
区
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
く
7

人
以
上
(
う
ち
区
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
方
が
7
割
以
上
)
の
ク
ル
ー

プ

内

容
=

男

女

平

等

、

性

別

に

よ

る

差

別

や

格

差

の

解

消

な

ど

、

男

女

共

同

参

画

社

会

の

実

現

を

目

的

と

す

る

も

の
(
I

講

座
3

回

以

内

。

趣

味

、

教

養

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

な

ど

の

内

容

は

除

く

。)

申

込
=

所

定

の

申

込

書

を

持

参

ま

た

は

郵

送

※

申

込

書

は

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

で

配

付

。

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

可

〇

申

し

込

み

後

、

応

募

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

「
企

画

説

明

会

」

を

行

い

、

採

用

企

画

を

決

定

。

日

程

な

ど

は

、

各

グ

ル

ー

プ

と

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

の

協

議

で

調

整

期

限
=
4

月
2
0

日

□

昨

年

度

の

男

女

共

同

参

画

推

進

に

関

す

る

実

施

状

況

を

報

告

し

ま

す

報

告

書

を

窓

口

で

配

付

す

る

ほ

か

、

実

施

状

況

に

対

す

る

男

女

共

同

参

画

推

進

委

員

会

の

意

見

も

公

表

し

ま

す

。

公

表

の

開

始

時

期
=
3

月
2
7

日

-

い

ず

れ

も
I

場

・

申

・

問

先
=

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
1
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
1
x
J
d
a
n
j
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

表6 保育ボランティア養成講座日程表

※ 時間はいずれも、午前10時～正午。上記のほかに、保育実習1回あり

区
民
農
園
利
用
者
の

追

加

募

集

利
用
期
限
=
2
0年
2
月
1
0日

募
集

農
園
名
(
区
画
数
)
―
入
谷
(
2
3
)
、

舎
人
(
4
)
、
古
千
谷
(
1
6
)、
古
千

谷
第
二
(
4
)
、大
谷
田
西
(
若
千
数
)

※
区
画
数
は
変
更
あ
り

対
象
=
区

内
在
住
で
、
利
用
期
間
を
通
じ
て
耕

作
で
き
る
世
帯

※
前
回
利
用
者
の

申
し
込
み
は
不
可
〇
た
だ
し
、
1
7年
6

月
以
降
の
補
欠
利
用
者
は
除
く
。

利
用
条
件
=
氏
名
を
農
園
内
に
掲
示

し
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
れ
る

こ
と
、
守
ら
な
い
場
合
利
用
を
取
り

消
し
ま
す
費
用
=
1
年
間
6
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、
第
1
・
2

希
望
の
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
同
居
す
る
世
帯
全
員
の

氏
名
と
年
齢
、
電
話
番
号
(
自
宅
お

よ
び
平
日
昼
間
に
連
絡
可
能
な
番

号
)
を
明
記
※
申
し
込
み
は
I
世

帯
1
枚
の
み
。
同
居
の
場
合
は
I
世

帯
と
み
な
す
。
定
数
超
は
抽
選
。
記

入
も
れ
な
ど
は
無
効
〇
当
選
世
帯

は
、
次
回
の
申
し
込
み
不
可
申
込

期
間
=
3
月
1
0
日
～
2
2
日
(
消
印
有

効
)
申
・
問
先
=
農
業
係
〒
1
2
0
・

8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

遊
ん
で

話
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

児
童
館
子
育
て
ひ
ろ
ば

住
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
児
童
館
で

は
、
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
子
で

遊
ん
だ
り
、
親
同
士
で
子
育
て
の
悩

み
や
楽
し
さ
を
語
り
合
い
、
気
持
ち

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

午
前
中
は
、
幼
児
活
動
の
ほ
か
、

親
子
で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
〇
学

校
休
校
日
お
よ
び
放
課
後
は
、
小
・

中
学
生
の
利
用
が
中
心
で
す
〇

問

先
=
▽
活
動
内
容
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
・
:各
住
区
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館

(表
7
)

▽
児
童
館
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と

・
:
住
区
推
進
課
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

表7 児童館一覧

区役所へは電車やバスを利用してください
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18年度足立区当初予算(案) の
主な内容～第1回区議会定例会で審議中です～

※ 事業名の前に新が付いているものは18年度からの
新規事業、リが付いているものは、リーディング
プロジェクト( ★参照) 推進関連事業です。 1 面から続く

Ⅰ 魅力と個性のある美しい生活都市
都市計画道路などの整備55 億575万円

補助第258号線の綾瀬車両基地立体交差工事や同線
平野三丁目地区の整備、北区豊島と足立区新田を結ぶ
区画街路第7 号線架橋工事、延焼遮断帯となる補助第138
号線関原三丁目・梅田五丁目地区の整備を進め、

安全で安心なまちを形成し、快適な交通ネットワーク
を築いていきます。

日暮里・舎人線建設促進関連事業
26億1, 932万円

新交通「日暮里・舎人線」( 19年度開業予定) の駅
前広場と自転車駐車場の整備を進め、便利で快適な交
通ネットワークの拠点を築いていきます。
卜
着
々
と
工
事
が
進
む
日
暮

里
・
舎
人
線

鉄道立体化の促進事業10 億5, 650万円

竹ノ塚駅付近鉄道高架化の早期実現に向けて、10億
円を基金に積み増しすると共に、立体交差化の実現可
能な方策を検討するための、調査委託などを行いま
す。

新リ　建築物耐震等啓発・助成事業
8, 717万円

耐震対策が不十分である昭和56年以前の建築物を対
象とした、木造住宅などの耐震対策助成制度を充実さ
せます。
また、区に耐震相談

窓 口を設け、民間建築
士 な どと の協 働 に よ
り、「耐 震 診断」か ら
「改修工事」 まで、区
民が専 門的なアドバイ
スを受けながら安心し
て耐震対策を行える仕
組みを作ります。

Ⅱ 自立し支えあい安心して暮らせる安全都市
保育サービス事業71 億9, 599万円
区立保育園の運営、私立保育園への運営費助成、保

育ママの育成、認証保育所の増設、保育環境の整備、
区立保育園の民営化などにより、区民へのサービスの
充実を図り、保育園の待機児童の解消をめざします。

子ども医療費助成事業
16億7, 714万円

乳幼児医療費助成制度を
拡大し、子ども医療費助成
制度に名称を変更します。
新たに小学1 年生から3 年
生までの児童の入院医療費
を助成します。

新リ　安全・安心まちづくり事業
7, 253万円

青色回転灯を装備した車両によるパトロールや、防
犯・防火キャンペー
ンなどを地域と協働
で展 開し ます。ま
た、災害時における
都や近隣自治体との
広域連携を進めるた
め、区と八都県市合
同の防災訓練を行い
ます。 ▲ 日ごろの訓練で安心なまちづくりを

新　循環型食品リサイクル事業
917万円

区内の小学校2 校を
モデルとして、学校や
家庭から出る生ごみを
たい肥化し、農産物を
生産する循環型リサイ
ク ル事 業 を始 め ます
( 図1) 。生産 さ れた
農産物の一部を学校給
食 の 食 材 とし て利用
し、食育・環境教育を
進めます。

図1 循環型食品リサイクルの流れ

Ⅲ 人間力と文化力を育み活力あふれる文化都市
新リ　「あだち産業芸術プラザ」開設事業

2億3, 510万円
4 月オープンを予定の「あだち

産業センター」では、創業と経営革
新の支援に取り組みます。また、
「東京芸術センター」内に開設する
「あだち若者サポートステーショ
ン」と「就労相談室」( 8面参照)で
は、ニードやフリーターなどの若
年者を中心に様々な世代への就労
支援を行っていきます。

▲ あ だち産業芸術プラザ
完成予想図

中学校普通教室へのエアコン設置事業
5, 215万円

児童・生徒に学習しやすい環境をつくり、一層の学
力向上を図るため、今年度は中学校( 466の普通教室)に
エアコンを設置します。

学力向上のための講師配置事業
3 億204 万円

児童、生徒が理解を深め、確かな学力を身に付ける
ため、ステップアップ講師( 非常勤講師) を区立小・
中学校に配置します。少人数指導などの指導方法を改
善した「わかる授業」を計両的に進め、効果的な授業
の改善を図っていきます。

千寿双葉小学校の改築事業
12億7, 159万円

既存校舎の老朽化や新たな教育課題への対応はもと
より、学校・家庭・地域の三位一体の協働を基本とす
る学校づくりを進め、子どもたちの「人間力向上」に
役立つ教育環境を築いていきます。現在建設中の千寿
双葉小学校新校舎は、19年4 月の開設をめざしていま
す。

I V 自己進化する協働型自治体
あだち提案型事業1 億1, 167万円
「区民との協働」を拡大・進化させるため、提案型
協働推進事業と企業提案型経済活性化推進事業とを一
体化した「18年度あだち提案型事業」として、NPO
や企業など、広くぼ民からの提案を募集し、委託事業
や補助金事業として行っていきます。

新リ　団塊世代の地域回帰推進事業
2, 280万円

2007年以降、新たな人生へ出発する団塊の世代のた
めに、人生設計に必要な生きがい、地域活動などの情
報を提供し、地域人材を育成していきます。団塊の世
代の知識、経験、技術を地域活動や社会貢献活動に生
かし、まちの活性化をめざします。

東京藝術大学の誘致
1 億8, 200万円

廃校となった旧千寿小学校跡地に東京藝術大学音楽
学部「音楽環境創造科」と大学院「音楽文化学専攻」
を誘致します。
9月に予定している、東京藝術大学千住キャンパス

のオープンで、文化・芸術に関する施設が集まり「新
しい文化の発祥地」となることが期待されます。

★リーディングプロジェクト推進事業とは
基本構想で示された、①創業や開業による地域経済の活性

化 ②人間の安全保障を高め、安全・安心な社会の確立 ③
文化と教育を高め、心の豊かさと誇りをもてる未来の創造と
いう3 本の基本的方向に基づき、より高いレベルの協働社会
の姿である「成熟活性型の協働社会」の実現に向け、区民の
皆さんとのさらなる協働を推進するための事業です。

財 源 別 歳 入 予 算 額( 予算を組むためのお金はどこから入ってくるかを示しています)

目 的 別 歳 出 予 算 額( どのような目的にお金を使うかを示しています)

性 質 別 歳 出 予 算 額( どのような性質のものにお金を使うかを示しています)
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中
改
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ま
し
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第
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構
造
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革
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、
区
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改
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の
取
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組
み
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熟
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。
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造
改
革
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動
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画
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動
計
画
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中
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せ
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第

二
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構
造
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革
戦
略
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計
画
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度
の
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に
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し

て
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程
表
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訂
し
た
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動
計
画
に
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政
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務
改
革
な
ど
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の
実

施
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目
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政
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な
ど
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あ
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目
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つ
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具
体
的
な
取
り
組
み
や
数

値
目
標
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

1

事
務
事
業
の見

直
し

基
本
計
画
に
組
み
込
ま
れ
た
行
政

評
価
制
度
を
使
い
、
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
活
動
量
や
そ
の
成

果
を
指
標
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
庁

内
評
価
委
員
会
や
区
民
評
価
委
員
会
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価
を
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翌
年
度
以
降
の
事
務
事

業
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映
し
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い
き
ま
す
(
図
2
)
。

図2 行政評価による
事業への反映
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果実行
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公
の
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管
理
運
営
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管
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制
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参
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、
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施
設
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運
営
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民
間
な
ど
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放
す
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こ
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多
様
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す
る
区
民
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ー

ズ
に
答
え
て
い
き
ま
す
。
2
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ま

で
に
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累
計
7
1施
設
に
指
定
管
理

者
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す

(図
3
)
。

図321 年度までの指定管理者制度の導入施設目標3

公
共
サ
ー
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改
革
な
ど
の
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進

こ
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の
民
間
委
託

や
区
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
管
理

な
ど
事
業
の
外
部
化
を
進
め
て
、
事

業
を
効
率
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
(
用

語
説
明
参
照
)
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
外
部
委
託
の
範
囲
を
広
げ
る
と

共
に
、
市
場
化
テ
ス
ト
(
用
語
説
明

参
照
)
を
き
っ
か
け
と
し
た
官
民
協

働
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す

(図
4
)
。

図4 公共サービス改革などの庁内
検討推進体制

足立区公共サービス改革等
推進委員会

公民パートナ
ーシップ推進
検討専門部会

市場化
テスト推進
専門部会

公社等
改革検討
専門部会

4

定
員
・
給
与
の

適
正
化

定
員
適
正
化
指
針
に
基
づ
い
て
、
2
1

年
度
ま
で
の
6
年
間
で
、
1
5年
度

総
職
員
定
数
4
千
2
8
2人
の
1
7
%
、
7
2
7

人
の
削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
給
与
制
度
の
適
正
な
運
用

に
努
め
、
継
続
的
に
見
直
し
を
す
る

と
共
に
、
1
9年
度
に
は
、
人
事
評
価

制
度
を
反
映
し
た
昇
給
制
度
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
(
図
5
)

図521 年度までの区総職員定数の削減目標5

公
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国
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改
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。
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細 鋤 ヤ
勞J 再癩 蹐I 褝=

。
螽 潔 畆 昌 蠶 昌

認 こな 埣 諤1 讐

足
立
区
都
市
計
画
審
議
会

日
時
n
3

月
2
7
日
㈲
、
午
後
2

時

場
所
H

区
役
所

予
定
議
題
=

「
千

住
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
関
連
」

「
新
田
地
区
地
区
計
画
関
連

」
「
足

立
区
画
街
路
の
変
更
(

第
‥
1
1
1
1

一
号
線
)
」

ほ
か

※
議
題
は

、
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
参
照
可

定
員
=
5

人

(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

住
所

、
氏
名

、
電
話
番
号

、
「
第
2
4

回
足
立
区
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴
希

望
」
を
明
記

※
申
し
込
ん
だ
方
に

は
傍
聴
の
可
否
を
通
知

期
限
=
3

月
1
6
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

都

市
計
画
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自

動車の
税金
を払っていません
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所

有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
に

該
当
す
る
方
も
廃
車
手
続
き
が
な
い

と
、
1
8年
度
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
対
象
H
盗
難
に
あ
っ
て
見
付

か
ら
な
い
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し

て
い
て
も
廃
車
届
は
必
要
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
渡
、
売
却
し
た
/

解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

問
先
=

表
1

表1 廃車手続き問い合わせ先一覧

千
寿
双
葉
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
時
間
帯
が
変
わ
り
ま
し
た

千
寿
双
葉
小
学
校
の
児
童
通
学
時

間
に
合
わ
せ
、
車
両
通
行
禁
止
時
間
　

(
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
時
間
帯
)
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
変
更
日
=
3
月

6
日
変
更
後
の
車
両
通
行
禁
止
時

間
=
午
前
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
　

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

問
先
=

千
住
警
察
署
交
通
課

(
3
8
7
9
)
0
1
1
-
0

区
・
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

放
置
自
転
車
は
撤
去
し
ま
す

毎
年
、春
休
み
に
は
自
転
車
の
放
置

が
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。区
内
の

各
駅
周
辺
は
、自
転
車
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。放
置
自
転

車
は
、区
が
撤
去
し
、移
送
所
に
運
び

保
管
し
て
い
ま
す
(
表
2
)
。

自
転
車
を
引
き
取
る
際
、
撤
去
料

と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
て
い
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
た
自
転

車
は
、
処
分
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
返
還
日
時
=
月
～
土
曜

日
、
第
4
日
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
午
後
8
時
休
業
日
=
日
曜

日
(
第
4
日
曜
日
を
除
く
)
・
祝
日
・

年
末
年
始

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表2 放置自転車保管場所

4
月
2
日
か
ら
、「
佐
野
い

こ
い
の
森
」を
開
園
し
ま
す

「
佐
野
い
こ
い
の
森
」
は
、
施
設

整
備
の
た
め
一
時
閉
園
し
て
い
ま
し

た
が
、
再
び
開
園
し
ま
す
。
な
お
、

森
の
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
、
開

園
は
、
週
2
日
で
す
。
開
園
日
時

=
毎
週
水
・
日
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
介
一
月
か
ら
1
月
ま
で
は

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
ま
で
。
た
だ

し
、
年
末
年
始
〈
1
2
月
2
9
日
～
1
月

3
日
〉
は
閉
園
)

問
先
=

み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

「
資
源
と
ご
み
の
正
し
い
分
け

方
・
出
し
方
」を
配
付
し
ま
す

ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方
を
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
案

内
し
た
チ
ラ
シ
、「
資
源
と
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
(
1
8年

度
版
)
を
、
3
月
中
旬
に
区
内
各
世

帯
・
事
業
所
に
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
4

月
以
降
、
区
民
事
務
所
お
よ
び
清

掃
事
務
所
の
窓
口
で
も
配
付
し
ま

す
。
問
先
―
清
掃
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

3 月の休日納税・納付相談

日時=3月26日( 日) 、午前9時～午
後4 時 場所= 区役所 問先= 納
税相談係 　3880 ―5236
納税課徴収推進係 　3880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

3880―5243
介護保険課収納管理係

3880―5744

転入・転出・転居などの手続きは、
お近くの区民事務所で

表3 の手続 きは区民事務所( 表4) をご利用ください。

千住区民事務所は、平日午後7 時まで利用できます

午後5 時以降は、住民基本台帳カードの申請など、一
部取り扱えない業務があります。また、毎月最終営業日
は午後5 時までです。

電話予約で土曜日に住民票の写しが取れます

住民票の写しは、事前に電話で区民事務所(中川、伊
興、江南を除く)に申し込むと、土曜日(祝日を除く〇
中央本町は日曜日も可)にその区民事務所に対応する土
曜日交付施設で受け取れます(表4) 。受け取り時に、
本人確認のための質問をする場合があります〇代理人お
よび第三者による申請・受け取りはできません。申込
=受け取りを希望する土曜日交付施設に対応する区民事
務所へ、月～金曜日の午前9時～午後4時に電話予約
交付日時=土曜日(祝日を除く。中央本町は日曜日も
可)、午前9時～午後5時交付時に必要なもの=申し
込み者の印鑑/ 申し込み者を確認できるもの( 運転免許
証、健康保険証など) / 手数料( 1 通300円)

表3 区民事務所での手続き一覧

表4 区民事務所一覧および住民票の写し土曜日交付施設

※ 注…西新井区民事務所の土曜日交付施設は、4 月8 日からギ
ャラクシティ・こども科学館に変わります。なお、4 月1 日
は交付を行いません。

※ 本人が代理人に手続きを依頼する場合には、上記書類のほかに、委任状などが必要になることがあ
ります。くわしくは、担当係にお問い合わせください。
※ ★印は、休日開庁日には取り扱いできません。

あだち広報 有料広告掲載主募集中。くわしくは広報係へ 　3880―5815
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情
報
紙
「
ふ
れ
あ
い
足
立

2
0号
」
を
発
行
し
ま
す

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
で
は
、
3
月
1
5日
に
情
報
紙
を

発
行
し
ま
す
〇
内
容
=
子
ど
も
の

集
う
場
の
紹
介

配
付
場
所
=
区
民

事
務
所
ほ
か

問
先
=
地
域
活
動
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

区
民
無
料
相
談

内
容
1
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
、
借

金
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
一
般
的
な

手
続
き
の
相
談
/
交
通
事
故
、
法

律
、
税
務
、
人
権
身
の
上
、
行
政
、

不
動
産
、
社
会
保
険
・
労
務
、
行
政

手
続
、
登
記
な
ど
の
各
種
相
談
(
秘

密
厳
守
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
区
民
の
声
相
談
課
相
談
係

選
挙
の
事
前
運
動
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙
運
動

は
、
選
挙
の
公
・
告
示
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
の
間
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

公
・
告
示
日
前
の
、
い
わ
ゆ
る
「
事

前
運
動
」
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、
各
候
補
者
の
選
挙
運

動
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
無

用
の
競
争
を
避
け
る
と
共
に
、
選
挙

運
動
費
用
の
増
加
を
抑
え
て
、
お
金

の
掛
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
た

め
で
す
。

選
挙
運
動
に
あ
た
る
か
ど
う
か

は
、
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
る
時
期
、

場
所
、
方
法
な
ど
の
実
態
を
総
合
的

に
把
握
し
て
判
断
し
ま
す
。
な
お
、

公
・
告
示
日
前
か
ら
、
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
人
の
名
前
を
連
呼
し
た

り
、
投
票
依
頼
を
行
う
と
い
っ
た
こ

と
は
、「
事
前
運
動
」
に
あ
た
り
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
先
―
選

挙
管
理
委
員
会(

3
8
8
0
)
5
5
8
1

特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
中
間
報
告
会

特
別
支
援
教
育
と
は
、
L
D
(
学

習
障
害
)
な
ど
を
含
め
、
障
害
が
あ

る
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
し

て
、
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。
中
間
報
告
書
は
3
月
2
8
日

以
降
に
学
務
課
で
配
付
す
る
ほ
か
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
日
時
=
3
月
2
8
日
火
、

午
後
2
時
～
4
時
場
所
=
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
民

内
容

等
=
▽
足
立
区
特
別
支
援
教
育
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
「
特
別
支

援
教
育
の
在
り
方
」
の
中
間
報
告
会

▽
基
調
講
演
「
特
別
支
援
教
育
を
進

め
る
た
め
に
」・
:
霜
田
浩
信
氏
(
文

教
大
学
教
育
学
部
講
師
)

申
込
―

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
学
務
課

特
別
支
援
教
育
対
策

(
3
8
8
0
)
5
9
2
0

行
政
評
価
の
反
映
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す

1
7年
度
行
政
評
価
(
1
6年
度
事
業

実
施
)
か
ら
、区
民
評
価
委
員
会
に

よ
る
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

評
価
の
反
映
結
果
は
、
政
策
課
、

区
政
情
報
室
、
図
書
館
で
公
表
し
て

い
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
問
先
=
政

策
課

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

足
立
区
都
市
景
観
審
議
会

日
時
=
3
月
2
9日
㈲
、
午
後
2
時

場
所
H
区
役
所

内
容
=
今
後
の
景

観
形
成
の
あ
り
方
ほ
か

※
議
題
は

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

定
員
U
5

人
(
抽
選
)

申
込
U
当
日
、

都
市
計
画
課
で
、
午
後
1
時
か
ら
午

後
1
時
4
5分
ま
で
受
け
付
け

申
・

問
先
=
都
市
計
画
課
事
業
推
進
係

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
消
費
者
の
く
ら
し
～

最
高
裁
判
所
も
指
摘
し
た
「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
に
要
注
意

そ
の
簡
単
、
手
軽
さ
か
ら
、
利
用

者
が
増
え
て
い
る
消
費
者
金
融
。
そ

れ
に
伴
い
、
消
費
者
金
融
で
の
借
金

を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
件
数
も
毎

年
上
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
上
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
も

解
決
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
最
大
の
理
由
が
、
貸
金
業
者

の
金
利
を
規
制
す
る
「
利
息
制
限

法
」
と
「
出
資
法
」
と
い
う
2
つ
の

法
律
の
金
利
上
限
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

利
息
制
限
法
は
、
元
本
の
金
額
に

よ
っ
て
金
利
の
上
限
を
1
5
%
か
ら
2
0
%

の
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

超
え
た
部
分
は
無
効
で
、
支
払
い
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
出

資
法
は
、
金
額
に
関
係
な
く
上
限
金

利
を
2
9・
2
%
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
法
律
で
定
め
る
金
利

の
間
は
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」
と

言
わ
れ
、
貸
金
業
者
は
通
常
、
こ
の

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
本
来
、
利
息
制
限
法
で
定
め

ら
れ
た
金
利
を
越
え
た
場
合
は
無
効

で
す
か
ら
、
出
資
法
に
基
い
た
金
利

は
適
用
さ
れ
な
い
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、「
貸
金
業
規
制
法
」は
、

「
借
り
手
が
自
分
の
意
思
で
任
意
に

支
払
っ
た
場
合
な
ど
は
有
効
」と
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、
法
律
の
違
い
を
知

ら
な
い
ま
ま
素
直
に
払
っ
た
借
り
手

は
損
を
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
矛
盾
す
る
実
態
に
対

し
、
最
高
裁
判
所
は
1
月
、「
契
約

条
項
な
ど
で
支
払
い
を
事
実
上
強
制

す
る
場
合
は
任
意
の
支
払
い
と
言
え

ず
、
利
息
制
限
法
の
金
利
を
越
え
る

支
払
い
は
無
効
で
あ
る
」
と
い
う
判

決
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

金
融
庁
は
、
金
利
の
引
き
下
げ
や
過

剰
な
貸
し
付
け
防
止
の
た
め
、
利
用

者
ご
と
に
借
り
入
れ
総
額
の
上
限
を

設
定
す
る
こ
と
な
ど
の
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

し
か
し
、
一
番
大
切
な
の
は
、
安

易
に
お
金
を
借
り
て
し
ま
い
、
予
期

せ
ぬ
借
金
を
背
負
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
生
活
を
送
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
の

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
1
4日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

「
ち
い
き
安
全
ま
っ
ぷ
」発
表
会

日
時
n
3
月
2
5日
田
、
午
後
7
時
～
9

時

内
容
=
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
の

報
告
会
/
報
告
集
、作
成
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
障
害
児
の
安
全
安
心
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
閲
覧
ほ
か

申
込
―
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童

館

　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

春
休
み
「
親
子
で
星
を
見
る
会
」

日
時
U
3
月
2
6日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時

対
象
=
小
学
生
以
上

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

内

容
―
星
空
観
望
(
雨
天
・
曇
天
時
は

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
「
星
の
お

話
」
の
み
)

定
員
=
5
0人
(
当
日

先
着
順
)

費
用
=
▽
大
人
:
2
5
0円

▽
小
・
中
学
生
…
1
5
0
円

※
い
ず
れ

も
傷
害
保
険
料
5
0円
含
む

申
込
U

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問
先
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学

館

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

遊
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
U
3
月
1
8日
田
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

対
象
=
中
学
生
以

下

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
容

=
色
々
な
工
作
遊
び

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
青
少
年
事
業

係

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

日
時
=
3
月
2
5日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

内
容
=
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う

対
象
=
幼
児
以
上
(
幼
児
は
保
護
者

同
伴
。
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

来
て
く
だ
さ
い
)
申
込
H
当
日
直

接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
問

児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

□
水
彩
画
教
室

日
時
n
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
(
全
2
4

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

□
書
道
教
室
(
前
期
分
)

日
時
=
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
(
全
1
2

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
6
0歳
以
上
の
区
民
(
現
在
受

講
中
の
方
や
同
時
に
2
つ
の
教
室
の

申
し
込
み
は
不
可
)

定
員
=
各
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
H
往
復
(
ガ
キ

に
希
望
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記

期
限
=
3
月
2
2日
必
着

申
先

=
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2
西

保
木
間
4
-
9
-
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

日
程
=
3
月
2
7日
～
3
1日

場
所
=

区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
　

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
エ
夫
展
の
応
募
作
品

の
展
示

問
先
―
あ
だ
ち
再
生
館
(

月
曜
休
館
)(

3
8
8
0
)
9
8
0
0

花
と
住
ま
い
と
音
楽
と

日
時
=
3
月
1
2日
㈲
、
午
前
1
1一時
～

午
後
4
時

場
所
=
佐
野
六
木
土
地

区
画
整
理
地
区
事
務
所
隣
接
地
(
六

木
2
-
2
-
H
)

内
容
=
地
元
団

体
、
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
太
鼓

や
吹
奏
楽
/
区
内
建
設
関
連
業
者
の

「
て
い
ね
い
で
信
頼
で
き
る
住
ま
い

づ
く
り
」
の
P
R
/

豪
華
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
ほ
か

問
先
=
区
画
整

理
課
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
9
2
5

「奥の細道足立サミット」
旅立ち体験参加者募集
日時=5月14日( 日) 、午前10時ルー
ト=江東区高橋～足立区立大橋公園
奈所要時 間は約1 時 間 内容= 松尾
芭 蕉かた どったルート を、実際に船
に乗って体験〇

下船後、 サミット会
場( 千住) まで歩きます 費用= 千
円( 軽食、記念品込み) 申込= 往復
ハ ガキに代表者の住所、氏名、電話
番号、参加人
数を明記 ※
応募状況によ
り抽選 期限=3

月31日消
印有効 申・
問先= 文化支
援係 〒120- 8510

中央本
町1- 17- 1
　3880―5986

▲ 芭蕉気分であなた
も一句

ひ
ろ
ば

=
会
員
募
集
=

☆
木
陽
会
(
油
絵
教
室
)
月
2
回
、

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
5
時
/
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
、
月

額
い
ず
れ
も
3
千
円
/
浦
部

(
3
8
8
6
)
1
2
3
0

掲

示

板

□

弁

護

士

に

よ

る

無

料

法

律

相

談

日
時
=
4
月
1
日
田
、午
後
1
時
～

4
時
場
所
―
北
千
住
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
(
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
n
番

館
)
内
容
=
相
続
・
交
通
事
故
・

離
婚
・
損
害
賠
償
・
借
金
な
ど
の
法

律
相
談
申
込
=
電
話
(
3
月
2
2
日
～

3
1
日

、

午

前
1
0

時

～

午

後
4

時

の

間

に

予

約
)

申

・

問

先
=

北

千

住

パ

ブ

リ

ッ

ク

法

律

事

務

所

(
5
2
8
4
)
2
1
0
1

□

東

京

都

都

市

計

画

審

議

会

の

傍

聴

日

時
=
5

月
2
4

日

㈲

、

午

後
1

時
3
0

分

場

所
=

都

庁

定

員
=
1
5

人
　
(

抽

選
)

申

込
=

往

復
(

ガ

キ

に

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

を

明

記

期

限
=
3

月
3
1

日

消

印

有

効

申

・

問

先
=

都

・

都

市

整

備

局

都

市

計

画

課

〒
1
6
3

・
8
0
0
1

新

宿

区

西

新

宿
2
-
8
-
I

(
5
3
8
8
)
3
2
2
5

□

河

川

愛

護

モ

ニ

タ

ー

募

集

対

象
=

次

の

す

べ

て

を

満

た

す

方

・
:

満
2
0

歳

以

上
/

綾

瀬

川

ま

た

は

中

川

か

ら

お

お

む

ね
5

に
m
以

内

に

居

住

な

ど

期

間
=
7

月
1

日

か

ら
2

年

間

報

酬
=

月

額
4

千
5
8
0

円

申

込
=

所

定

の

応

募

用

紙

を

送

付

※

く

わ

し

く

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

参

照

期

限
=
5

月
1
0

日

申

・

問

先
=

国

土

交

通

省

江

戸

川

河

川

事

務

所

0
4
(
7
1
2
5
)
7
3
1
9

S
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
k
t
r
.
m
l
i
t
g
o
.
j
p
y
e
d
o
g
a
w
a
/

『情報キャッチ! !
好きです。あだち』

番組案内

今回の番組( 3/ 13～19) は、

「協 働で くら し と 文 化 と

産業 を 育 む 予 算( 仮) 」

1 日3 回放送( ヶ- ブ ルテレビ足立9Ch) 　(

午前9 時3吩 、午後O 時3( 汾 、午後6 時) 　

教 育 ・福祉 ・ 産業 振 興 ・安 全 ・安

心 な ど いろ いろ な 分 野 に 配 分 さ れ て

い る 区 の 予 算。18 年 度 は ど の よ うな

と ころ に ど れく ら い の 予 算 が 組 ま れ

て い る の でし ょう か 。 また 、 ポ イ ン

ト に な る 『協 働 』 とは 一 体 ど の よう

な も の な の でし ょう か 。

番 組 で は 、司 会 の 林 賢 一 が18 年 度

の 予 算( 案) の 主 な 内 容 をレ ポ ー ト

し ま す 。 お 見逃 し な く 。 《広 報係 》

ひかっち

Oおわびと訂正 あだち広報18年2 月25日号1 面「永沢まこと足立60景」のイラスト名に誤りがありました。おわびして訂正します。
【誤】花畑の獅子舞 【正】鹿浜の獅子舞 《郷土博物館》
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雇
用
・
就
労
の
窓
口
が

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
に

集
結
!

4
月
、
千
住
一
丁
目
の
旧
区
役
所
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
東

京
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
(
千
住
1
-
4
-
1

、
図
1
)
に
、「「
ロ
ー
ワ

ー
ク
足
立
」「
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
足
立
区
就

労
相
談
室
」
が
集
結
し
ま
す
。
雇
用
・
就
労
支
援
施
設
が
一
つ
の
建

物
内
に
そ
ろ
う
こ
と
で
、
よ
り
幅
の
広
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
の
特
集
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
産
業
政
策
課
管
理
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

3
月
2
7日
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
が
移
転
(
6
～
8
階
)

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
は
、
3
月
2
7

日
か
ら
、
「
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
　

(
6
～
8
階
)
で
の
業
務
を
始
め
ま

す
。こ

れ
に
伴
い
、
現
在
庁
舎
が
あ
る

千
住
河
原
町
で
の
業
務
は
、
3
月
2
4

日
、
午
後
5
時
で
終
了
し
ま
す
。

業
務
内
容
等
=
表
『
-

問
先
=
(

口
I

ワ
ー
ク
足
立(

3
8
7
0
)
8
6
0
9

4
月
3
日
、「
あ
だ
ち
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

オ
ー
プ
ン
(
8
階
)

「
あ
だ
ち
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
(
以
下
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)

は
、
若
年
者
を
対
象
と
し
た
就
労
支

援
事
業
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
あ
だ
ち
ヤ
ン
グ
ジ

ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
き
た
事

業
に
加
え
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

就
労
意
欲
の
向
上
に
向
け
た
訪
問
相

談
な
ど
も
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
あ
だ
ち
ヤ
ン
グ
ジ

ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
3
月
3
1

日
で
終
了
し
ま
す
。
業
務
内
容
等

=
表
・
-
問
先
H
産
業
政
策
課
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

4
月
3
日
、足
立
区
就
労
相

談
室
が
オ
ー
プ
ン
(
8
階
)

足
立
区
就
労
相
談
室
は
、
現
在
、

財
足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
内
職
の
相
談
・

あ
っ
せ
ん
な
ど
、
様
々
な
就
労
形
態

の
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
聯
足
立
区
勤
労
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
内
職
と
パ
ー
ト
の
相
談
・
あ
っ
せ

ん
は
、
3
月
3
1日
で
終
了
し
ま
す
〇

パ
ー
ト
の
相
談
・
紹
介
に
つ
い
て

は
、
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
の
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
業
務
内
容
等

―
表
1

問
先
―
財
足
立
区
勤
労
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

区
・
産
業
政
策
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

図1 東京芸術センター位置( 簡略図)

あだちワークセンターの
お知らせ
リクルートコーナーの事業が終了します

区役所北館2 階に開設 してい るあだ

ちワークセンタ ーのリクルートコーナ

ーは、3 月31 日で終了します。 なお、4
月以降も引き続き、あだちワ ークセ

ンターで は、ハローワーク足立 が職業

捐談・職業紹介などの業務 を行い ます。

問先= あだちワ ークセンター

レ㈱リクルート 　3880- 5539( 3月31日まで)

㈱リクルート・本社 　3575- 7720( 4月3日以降)
レ ハロ ーワ ーク足立 　3880 ―0957

内 職 相 談 の 臨 時 休業
4 月3 日は、あだちワークセンター

内の内職出張相談を休業します。 問

先= 産業政策課管理係 　3880 ―5182

東 京芸術センター 表1 東京芸術センター内の雇用・就労支援施設

※ いずれも、日曜・祝日は業務を行いません。

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

栃東関 優勝報告
2 月14日、大相撲一月場所で優勝を果たし

た栃束関が、玉ノ井親方と共に区役所を訪
れ、鈴木区長に優勝の報告を行いました。
鈴木区長は、「何よりも子どもたちに夢と

希望を与えてくれました。横綱をめざしてこ
れからも頑張ってください」と激励。
栃東関は、「皆さんの応援のおかげで頑張
れました。初心を忘れずに三月場所も頑張り
ます」と、力強く語ってくれました。
三月場所( 大阪) は、3 月12日から始まり
ます。横綱昇進をかけて戦う栃東関に、声援
を送りましょう。

▲ 当日はバレンタインデ
ー。チョコを受け取り
大関も思わずニ ツコリ

S・区長との堅い握手に、綱
取りへの意気込み十分

旧
区
立
足
立
第
二
中
学
校
跡
地
は
、

(
仮
称
)
「
東
京
未
来
大
学
」に

旧
区
立
足
立
第
二
中
学
校
に
つ
い

て
、「
跡
利
用
に
関
す
る
事
業
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
(
仮
称
)
「
東
京
未
来
大
学
こ

ど
も
心
理
学
部
」
の
設
置
を
提
案
し

た
、
学
校
法
人
三
幸
学
園
を
事
業
者

に
決
定
し
ま
し
た
。
開
学
は
1
9年
3

月
の
予
定
で
す
。

今
後
、
3
月
下
旬
に
土
地
の
一
般

定
期
借
地
権
設
定
契
約
を
結
び
ま

す
。
建
物
な
ど
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
契
約
を

結
び
ま
す
。
問
先
=
財
産
活
用
課

財
産
活
用

(
3
8
8
0
)
5
8
4
1

子
ど
も
を
守
り
ま
す

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
凶
悪
な
犯
罪
が
多
く

起
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

は
、「
地
域
の
力
」
が
大
切
で
す
。
そ
ん
な
中
、

鹿
浜
押
部
町
会
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し

て
学
校
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
行
い
、
保
護
者

な
ど
か
ら
「
本
当
に
助
か
る
」
と
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。

通
学
路
を
見
回
り
な
が
ら
、
子
ど
も
に
声
を
掛

け
た
り
、
笑
顔
で
見
守
っ
た
り
・
…

パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
で
き
て
以
降
、
地
域
全
体
の
防
犯
意
識
も
高

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
自
然
と
図
ら
れ
る
な
ど
、
希
薄
に
な

り
が
ち
な
「
地
域
の
つ
な
が
り
」が
強
く
な
る
と
い

う
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
治

安
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
の
活
躍
は
続
き
ま
す
〇

▲ 子ども を見 守る
「目」 がまちの
安全 を高めます

卜 おそろいのユニフォームで、

チームワークもバッチリ

区長へのファクス03880 ―5678「区民の声」をお待ちしています 古紙配合率100% 再生紙を使用しています
K. 1294, 120


